
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 

○しなやかな心と体をもつ子ども 

○もくてきをもち 頑張る子ども 

○ささえあい 育ちあう子ども 

○かんがえ 自ら学ぶ子ども 

しもさかもとようちえんだより 

 

子どもたちの豊かな生活  

☆「お芋見つけた！！」 

藤棚の下にある砂場で穴を掘っていた４歳児が、藤の根っこを見つけました。「これは、お芋

に違いない」と掘り進めていく子どもたちに、周囲の子どもたちも寄ってきます。あきらめずに何

日も掘り続けたり、自然に協力し合う姿がとても感動的です。 

ただ引っ張るだけではなく、お芋（根）の近くの砂を削り 

始めたり、一人が引っ張り始めるとその腰をもってつながっ 

たり、その際には「○○さんを△△さんが引っ張って」など 

声を掛け合うことも楽しくて、一体感を味わっています。い 

まだ抜けてはいない芋ですが、夢は膨らんでいます 

  

 

 

☆ダンゴムシを集めて・・・ 

プランターの下を探してもいないと分かれば、花壇の中を探し始める子どもたちで、生態をよく

分かり始めています。特に３学年が入り混じりながら関わって遊ぶことができるため、年齢問わ

ず、情報の伝達がとても多い遊びです。 

ダンゴムシをみつけると「今日はよろしくね」と笑顔で腕に這わしたり大切に持ったりしている

４歳児が、お皿にごちそうをつくってその上に乗せています。一つの入れ物にみんなが入れること

も楽しいです。居合わせた５歳児がお皿から脱走する虫を戻してあげ「もう少し高い入れ物が」と

言って容器の違いをつぶやいたりしています。帰りには、必ず元の場所に親子で返してあげる３歳

児もいて、家庭での取組が園生活に循環しています。遊びのなかで、いろいろな子どもたちを通し

て命に触れ、学び合っています。 

 

令和７年５月 

 大津市立下阪本幼稚園   
子どもたちは園生活に慣れてきて、伸び伸び

と遊んでいます。 

入園後の3歳児も毎日とっても楽しそうで、泣

き声はほぼ聞こえてきません。先生の話をよく

聞いて、元気に歌ったり踊ったりしています。転

入園児も、「この幼稚園に来てよかった！こんな

遊びしたことがない！」と喜んでくれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ・連絡先＞  大津市立下阪本幼稚園 

〒520－0105 大津市下阪本４丁目１５－１２ ℡０７７－５７８－１７０１ 

活 動 〈子育てひろば〉にこにこ広場 〈親子通園事業〉ぴよぴよちゃん 

対 象 ０～２歳児親子 ２歳児親子（R４.4.2～Ｒ５.4.1） 

形 態 自由参加制 登録制 (※随時登録受付) 

開催時間 〈月曜日〉10 時～11 時３０分 〈火曜日〉１０時～１１時３０分 

６月・７月 

の開催日 

〈６月〉 
２日・９日・１６日・２３日 

・３０日 

 

〈７月〉 
７日・１４日 

〈６月〉 
３日・10 日  【つくって遊ぼう】 

１７日・24日 【素材遊びをしよう 

（絵の具、新聞紙など）】 

〈７月〉 
1 日 【七夕の笹飾りをつくろう】 

８日 【お楽しみを見よう】  

        

同年齢のお子さんや保護者の方のつながりが生まれる

活動です！親子で楽しく遊んでいただける機会となりま

すので、ぜひお待ちしています！  

     城址公園に行きました  

5 歳児が今年度も城址公園に行きました。安全リーダーの方や保護者の

方にも付き添っていただき、湖畔の風を感じ、岸に押し寄せる波や自分た

ちのつくったこいのぼりが元気よく泳ぐ様を見て、とても楽しい時間にな

りました。 

昨年度に、地域の方に手伝っていただきながら、各クラスで絵を描いた

り手形遊びをしたりして作成しましたので、子どもたち全員が見にいくこ

とを待ち遠しく思っていました。手づくりしているところの保護者参観も

実施しましたので、家庭とともに楽しめたのではないかと感じています。 

  自分たちが育てたスナップエンドウは特別！  

5 歳児が４歳児のときから大切に育てたスナップエンドウ豆が豊作とな

りました。寒さに負けないようにビニールを張り、暖かくなったので外す

と鳥に食べられ、その度に囲いをして苦労をしてきました。 

収穫時には興味津々の４歳児が来て一緒に手伝い、５歳児とともに収穫

を楽しんでいます。４歳児を自然に受け入れる５歳児の姿がとても素敵で

す。持ち帰った豆を親子で筋取して湯がいたり、お店の豆と比べたり、苦

手なのに食べてみようとしたり、自分たちで栽培したからこそ、味わえる

喜びを感じています。 


